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自治体職員のある一日

鈴木さんは総務課として部内総務を担当する職員です。 主な責任は、さ

まざまな企画調整をし、戦略的事業計画やリスク管理など、

行政組織を円滑に管理運営することです。チームや他部門と簡単に

コラボレーションし、意思決定を改善するために組織全体の財務、マーケ

ティング、人事、IT、および運用データを可視化する必要が

あります。 
彼は、異なるドメイン間で調整しながら、すべてのツールとアクティビティに

迅速かつ一元的にアクセスする必要があります。
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Google Meet で部内メンバーと

日次の開始ミーティング、緊急

決裁、タスクをクイックに確認

決裁資料などを関係メンバーと

ビデオ会議をし、資料共有を

行いながら共同作成・チェック作業

メールと会議スケジュールを

確認、Google Tasks の 
ToDo リストを確認。

課全体・管理職スケジュール

や突発的な作業などを

重点的に確認

メンバーとチャットで

相談しながら、残作業

対応、翌日のタスクまとめ

出先機関との調整後、外出先からの課長への

報告ヒアリング。先の突発事案について気にな

る点を資料共有をしながらオンライン会議対

応。

他部署からの突発的案件の対応のため、

関係部署とのオンライン緊急会議で

スライドで対応資料を共同編集、各種データ

セットを参照して案件への内容を精査

毎時間自動更新され、

共有される指標ダッシュ

ボード レポートで決裁状況

の確認



以下 2 枚のスライドでは

率直にお話させて頂きます



自治体における業務の根幹への疑問（私が思う自治体業務の前提）

● 全国を跨ぐようなユニークな情報は、キチンと業務分析後、標準化を大いにやればいい
● しかし、自治体ってそもそもサービス業です。しかも究極の
● 自治体によって独自サービスができて当然
● 住民の要求は時代と共に急激なスピードで変わる生モノである

これを決まりきった旧態依然の仕組みでやっていることに対し、

大変違和感があります

常に変わり続ける住民のニーズに対し、

旧態依然のサービスは、住民要望についていくことができません



そして失敗する箱物行政（私が思う自治体業務の前提）

● まずは仕組みを作って、それに人を当てはめる
● わかりやすく見えるもので無いと予算がつけられない
● 作ったものを長く使うよう維持メンテナンスを計画する

もちろんわかります。

何も無い状態から高度成長期における「箱を作る」というその考えはその時代には必要不可欠でした。しかし、

時代はすでに変わっています

過去のふるさと創生事業、Wikipedia によると、「また、無計画に箱物行政やモニュメントの建設・製作に費やしたりと、無駄遣
いの典型として揶揄されることも多かった」

またそんな失敗を繰り返すことになってしまいます。

言いたいことは、

 IT の世界に古い考えを持ち込んではいけない、そういうことです。

出典: フリー百科事典『ウィキペディア（ Wikipedia）』https://ja.wikipedia.org/wiki 　閲覧日：2022/2/14

https://ja.wikipedia.org/wiki


自治体での発生源入力「システム」の問題点と解決方法

● IT 好きな職員が作った仕組みがある
■ アジャイルの原型とも言えると思うのでこれは否定しない
■

● 使っている仕組みと考えが古い（Access 職人）
■ VBS や AccessDB、Lotus123 などを使っているケースもあり
■

● 結果、管理ができず野良アプリが散乱している（野良アプリ）
■ 改修やセキュリティー面で大きな問題

● IT 好き職員だけではなく、業務がわかっている人が
アプリを作れるようになろう
■ ツールはたくさん作ってもいい

■
● 誰もがメンテナンスできる共通項を作ろう

■ コードを書くようなものはやめよう
■ セキュリティーはクラウドに任せては？

システムがわからない担当者に技術仕様を書かせるのは無理がある。
ならば、業務のプロである職員にてそのフローを落とし込めるようなツールがあればどうだ？

ツール同士が簡単に連携ができ、データが貯められる仕組みが簡単にできるツールがあればどうだ？

ツール同士の化学反応を経て、基幹業務化するのであれば、その際に初めてシステム化する予算を付ける。
無駄な箱を作らずに済む、官公庁アジャイルやりたいならそんな感じじゃないですか？

問題点 考察

解決



システムの利用者
(多数)

IT 技術者と開発者
(少数)

簡単なアプリ（多数、¥） 複雑なアプリ（少数、¥¥¥）

ローコード

ノーコード

コード

プログラミングの壁

精密、汎用性

インテリジェント

Google Apps Script

AppSheet

IT スキルを持つ

システムの利用者
(一部)

「システム」の開発のあるべき姿

業者発注

職員で作成

ISMAP 登録済み(2021 /12 / 21)
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プロフェッショナル
アマチュア

chrome

smart phone
・データ テザリング
・緊急の携帯通話
・簡単なチャットメール確認

・大量展開にも耐えうる端末
・現地での入力用端末

・現地状況確認用

指示する元・情報集約元

指示を受ける側・現場

報告・申請内容等 現場状況・資料共有等

・健康管理
・安否確認

GPS ( from Smart phone )
＆

心拍情報など( from Fitbit )アナログな意思疎通

発生源入力のアイディア

考えられるユースケースとして：　

・土木：道路橋梁維持管理業務

・農林：技術継承

・消防：火災調査業務

・警察：実況見分・現場検証業務

・水道：上下水道管理業務

・民生：見守り・見回り業務

・環境：ゴミ回収業務・焼却炉管理

・観光：実地調査

・その他：住民からの申請・国の調査業務

　　
　　他の考えられるものいろいろ　

AppSheet

AppSheet

AppSheet AppSheet AppSheet AppSheet

皆様の部署にもこんな業務山程ありますよね？

いえ、絶対にあるはず。無いとおかしい。　

ISMAP登録済み(2021/3/12)



ノーコード ツールでの業務システム作成デモ

今からつくります！

対象を「人」においた見守り・見回りアプリを作ります
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データ収集領域 データ活用領域

分
析

環
境

活用システム(2)
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活用システム(n)

Cloud Storage
Dataflow
Compute 
Engine

BigQuery

Data Catalogue

Looker

IoT Core

データ収集の仕組み（箱の話）

AppSheet

AppSheet

AppSheet



Google を意識していただくと、このくらいまで発想できるはず

Mobile PCGlass

 自治体    

マーケティング データ収集
Google 広告

Search
Advertising

SEM

Google Analytics
360 Suite

Data Analytics 
Suite of Tools

YouTube
Internet 

Video 
Service 

Glass Mobile PC

他の自治体

Glass Mobile PC

 一般企業

Mobile PC

 住民

Assistant

Google Maps Platform
( 地図 )

( コラボレーション   )

さまざまな行政・住民データ
集積の場所として

( DataLake  /DHW )
BigQuery

Cloud Storage

Speech-to-Text

Fitbit Cloud
( Fitbit データ )

Mobile / Web
アプリケーション

Dialogflow

自治体での情報連携システム

Apigee
さまざまな外部データと

の API 連携

Looker
( ダッシュボード  )

Data Portal
( ダッシュボード  )

AppSheet

AppSheet

AppSheet

AppSheet



カーボンフリーエネルギーの供給に合わせて、動的に計算リソースを再分配

発想の転換　「Follow the Sun」- 「太陽を追いかける」コンピューティング



１＋１＋１＋１＝？？

発想の転換　これいくつ？



データxxxxxxx
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ここから
何がわかるでしょう？

＋

   ＝

１＋１＋１＋１＝？？

発想の転換　情報の価値は？

＋

＋
量販店の在庫状況

１
ハザードマップ

１
居住地年齢層分布

１

　　　　　

海の辺りの広告

１



あれ？これって何かに似てませんか？

出典：内閣府国家戦略特区　「スーパーシティ構想について」　資料３ −３ ２ページ  / ５ページ  / １０ページ抜粋
                https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/special/reform/wg6/190418/pdf/shiryou3-3.pdf

https://www5.cao.go.jp/keizai-shimon/kaigi/special/reform/wg6/190418/pdf/shiryou3-3.pdf


Thank you

ご清聴いただき、誠にありがとうございました



Appendix
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